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駐日韓国文化院、韓国映画「顔 -かお-」特別試写会を開催！ 

～ヨン・サンホ監督、主演俳優 パク・ジョンミンの舞台挨拶が決定～ 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

【イベント概要】 
■イベント名：韓国映画「顔 -かお-」特別試写会 

■日 時：2026 年 7 月 29 日（水）18：30～（開場 18:00） 

■会 場：韓国文化院 2F ハンマダンホール 

■内 容：映画「顔 -かお-」上映、ヨン・サンホ監督＆パク・ジョンミン 

舞台挨拶 

＊穂志もえか（女優）、伊藤睦子（女性印章彫刻師）登壇予定 

■主 催：駐日韓国大使館 韓国文化院、株式会社ツイン 

  

 

 

 

 

 

 

報道関係者各位 

 

    報道資料 
 

  

駐日韓国文化院では、8 月 28 日（金）からの日本公開に先駆け、韓国映画「顔 -かお-」

の特別試写会を配給会社のツインとの共同により 7 月 29 日（水）に韓国文化院ハンマダン

ホールで開催します。 

本作は、ヨン・サンホ監督が世界的に脚光を浴びた『新感染 ファイナル・エクスプレ

ス』以前から構想し企画に挑んだ作品で、2018 年に発表した自身初のグラフィックノベル

を映画化し、2025 年のトロント国際映画祭「スペシャル・プレゼンテーション」部門にお

けるワールドプレミアで大反響を巻き起こし、韓国を代表する映画賞の青龍賞では作品賞、

監督賞、脚本賞、主演男優賞など 10 部門のノミネートを果たすなど、自らの原点に立ち返

り、“本当に作りたかった”プロジェクトを実現させた衝撃のサスペンス・ミステリーです。  

この度、本作のヨン・サンホ監督と主演俳優のパク・ジョンミンが来日し、特別試写会で

の舞台挨拶が決定いたしました。パク・ジョンミンは映画作品での舞台挨拶は今回が初めて

となります。 

また、当日はパク・ジョンミンが若き日を演じたヨンギュ（ドンファンの父）の職業であ

る韓国随一の篆刻家にちなみ、日本を代表する女性印章彫刻師の伊藤睦子さん（伊藤印房代

表）にお越しいただき、この日の為に自ら制作した 2 人の似顔絵と名前が彫られた“世界に

１つだけ”のハンコを贈呈。更に世界的に大ヒットした Disney＋「SHOGUN 将軍」（シーズ

ン１）で、クリティクス・チョイス・アワード（米放送映画批評家賞）／テレビ部門にて助

演女優賞を受賞した穂志もえかさんが花束ゲストとして登場します。 

つきましては、ぜひご取材くださいますようご検討をよろしくお願いいたします。 

  駐日韓国大使館 韓国文化院 www.koreanculture.jp  

イベント担当 金康植（キム・ガンシク）☎ 03-3357-6054 ✉ ｍovie@koreanculture.jp  

広報担当 趙恩京（ジョ・ウンギョン）☎ 03-3357-5972 ✉ pr@koreanculture.jp 
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【作品紹介】 
□監督：ヨン・サンホ 

□出演：パク・ジョンミン、クォン・ヘヒョ、シン・ヒョンビン、ハン・ジヒョン 

□ストーリー 

生まれつき目が見えないハンデを克服し、韓国随一の篆刻家として名を馳せたイム・ヨンギュ（ク

ォン・ヘヒョ）。息子のドンファン（パク・ジョンミン）は“生きる奇跡”と呼ばれる偉大な父を敬い、

彼の事業を陰ながら支えていた。そんなドンファンのもとに警察から思わぬ知らせが届く。40 年

前に消息不明になった母親、チョン・ヨンヒの遺体が発見されたというのだ。しかも地中深くに埋

められていたヨンヒは、何者かに殺された可能性があるという。ドキュメン タリー番組のプロデ

ューサーの提案で調査を開始したドンファンは、行く先々でヨンヒが“醜い顔”をしていたとの証言

を聞き、ショックに打ちひしがれる。やがてドンファンがたどり着いたヨンヒの死をめぐる想像を

絶する真実とは……。 

□提供：ツイン、Hulu／配給：ツイン 

（2025 年／韓国／韓国語／103 分／シネスコ／5.1ch／原題：얼굴／字幕翻訳：朴澤蓉子） 

※8 月 28 日(金) 新宿武蔵野館、ヒューマントラストシネマ有楽町ほか全国公開 
 

【舞台挨拶 概要】 

□日時：2026 年 7 月 29 日(水) 18:30～19:00 ※上映前  

・17:30～ マスコミ受付 （2F ハンマダンホール前） 

※ムービー：在京 ENG 抽選 ⇒ その他ムービー先着順  ※ スチール・記者：先着順  

・17:40 進行説明・ムービー抽選、場内へ誘導／ホワイト&音声チェック  ※一般開場：18:00～ 

・18:30～舞台挨拶開始 （19:00 終了予定）  

□会 場：韓国文化院 2F ハンマダンホール（東京都新宿区四谷 4-4-10）  

□登壇者（予定） 

ヨン・サンホ（脚本／監督）、パク・ジョンミン（主演俳優） 

ハンコ贈呈：伊藤睦子伊藤印房代表／印章彫刻師、花束ゲスト：穂志もえか（女優）  

 

     取材ご希望の方はお手数ですが下記フォームあるいは QR コードよりお申し込みください。  

＜お申し込み期限：7 月 28 日（火）18:00 まで＞ 

★お申し込みフォーム：https://forms.gle/UCpfkULMyNAuFfRTA 
  

《ご注意事項》  ※ 必ずお読みください。  

※完全事前お申込み制です。お申込みのない媒体様はご取材頂けません。  

※本リリースをこちらからご案内いたしました媒体の方のみ、イベントをご取材頂けます。  

※音声ラインのご用意はございますが、分配器のご持参をお願い致します。  

※記事化なしや素材販売を主な目的とする取材はお断り致します。   

※日本国内のメディアに限りご参加可能です。  

※ご取材スペースに限りがあるため、スチール媒体様は 1 媒体につき 1 名(スチール兼記者)、もしくはスチール 1 名+ 

記者 1 名の計 2 名でお願い致します。   

※代表者の方は当日必ずお名刺をお持ち下さい。   

※スマホでの撮影(動画静止画いずれも)は原則禁止です。ご遠慮下さい。  

※掲載:全メディアイベント終了後にお願い致します。   

※WEB、モバイルサイトへの掲載:無料エリアのみ。   

※駐車場の用意はございません。 
 

【ご取材に関するお問い合わせ】 

紙・電波：播磨多佳子（フェルシュ）✉ t.harima@felsh.co.jp ☎ 090-5311-5817  

WEB：VPC（高橋・城子） ✉ noa_takahashi@vpcinc.jp ☎ 080-7026-0989 
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